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戦
時
下
の
部
落
問
題
　
Ⅱ

は

　

じ

　

め

　

に

筆
者
は
現
在
、
近
代
部
落
史
の
研
究
の
う
ち
、
戦
時
下
の
部
落
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

お
り
、
す
で
に
一
九
八
二
年
度
の
本
学
紀
要
に
、
「
戦
時
下
の
部
落
問
題
」
を
報
告
し
た
（
鞋
1
）
。

そ
こ
で
は
、
こ
の
課
題
を
設
定
し
た
理
由
と
し
て
三
つ
挙
げ
、
第
一
は
、
こ
の
時
期
の
研
究

が
き
わ
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
戦
時
体
制
が
部
落
内
外
に

あ
た
え
た
影
響
の
異
同
を
考
え
る
こ
と
で
、
戦
時
体
制
全
体
の
果
た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
第
三
は
、
戦
時
体
制
下
に
、
部
落
問
題
、
と
り
わ
け
部
落
の
生
活
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
、
そ
れ
が
戦
後
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
、
で
あ

る
と
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
実
証
と
し
て
、
戦
時
体
制
下
、
日
中
戦
争
開
始
直
後
の
一
九
三

八
年
の
物
資
動
員
と
部
落
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
「
戦
時
下
の
部
落
問
題
Ⅱ
」
と
し
て
、
満
州
移
民
と
部
落
問
題
に
視
点
を
あ
て
て

報
告
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
侶
経
済
更
生
運
動
か
ら
満
州
移
民
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
き
た
事

情
㈲
融
和
運
動
家
か
ら
み
た
満
州
移
民
の
意
義
づ
け
、
と
り
わ
け
満
州
移
民
と
部
落
差
別
㈱
長

野
県
を
具
体
例
と
し
て
み
た
宋
解
放
部
落
に
お
け
る
満
州
移
民
の
と
り
く
み
、
を
述
べ
て
み
た

い。

一
部
落
経
済
更
生
運
動
か
ら
満
州
移
民
へ

世
界
恐
慌
に
ょ
る
打
撃
が
未
解
放
部
落
（
以
下
部
落
と
略
称
、
未
解
放
部
落
住
民
は
部
落
住

民
と
略
称
）
の
生
活
を
破
壊
し
た
と
き
、
政
府
な
ら
び
に
融
和
事
業
（
運
動
）
団
体
は
、
「
地
方

改
善
応
急
施
設
」
を
実
施
し
て
、
そ
の
急
場
を
し
の
ご
う
と
し
た
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）

六
月
、
中
央
融
和
事
業
協
会
は
そ
の
施
設
の
影
響
を
各
府
県
ご
と
に
概
要
と
し
て
ま
と
め
た

青

　

木

　

孝

　

寿

（
2
）
。
世
界
恐
慌
の
影
響
の
も
っ
と
も
強
か
っ
た
長
野
県
に
つ
い
て
み
る
と
、

①
部
落
住
民
の
経
済
生
活
へ
の
影
響
と
し
て
、
納
税
・
借
入
金
二
刀
利
等
の
支
払
い
に
追
わ
れ

生
産
資
金
は
絶
無
で
あ
る
。
支
払
い
の
残
金
を
持
ち
ょ
っ
て
協
同
事
業
の
資
金
と
し
、
各
檻
協

同
組
合
を
設
立
し
た
。

㊤
部
落
住
民
の
精
神
上
の
影
響
と
し
て
、
共
同
事
業
に
よ
っ
て
共
同
訓
練
の
機
会
が
あ
た
え
ら

れ
協
力
一
致
の
精
神
を
発
揮
し
た
。
政
府
・
融
和
団
体
の
事
業
に
対
し
深
く
倍
額
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

㊥
環
境
改
善
上
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。

④
部
落
の
産
業
経
済
の
振
興
に
影
響
を
あ
た
え
た
。

と
し
て
、
中
央
融
和
事
業
協
会
は
、
こ
の
よ
う
に
「
応
急
施
設
」
の
効
果
を
自
画
自
讃
し
た
。

し
か
し
世
界
恐
慌
の
現
実
は
、
こ
と
に
貧
困
で
あ
っ
た
部
落
に
対
し
て
深
刻
で
あ
っ
た
。
一

般
農
村
に
対
し
て
政
府
が
経
済
更
生
運
動
を
働
き
か
け
、
在
地
の
鹿
本
主
義
者
た
ち
が
こ
れ
と

呼
応
し
た
よ
う
に
、
部
落
転
お
い
て
も
ま
た
経
済
更
生
運
動
が
す
す
め
ら
れ
、
「
更
生
」
が
合

言
葉
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
央
融
和
事
業
協
会
は
そ
れ
を
裏
重
き
す
る
か
の
よ
う
に
、

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
三
月
か
ら
雑
誌
『
更
生
』
を
発
刊
し
て
、
部
落
住
民
に
対
し
て
大
々

的
に
経
済
更
生
運
動
を
働
き
か
け
、
キ
ャ
ソ
べ
ー
ソ
記
事
を
疏
極
的
に
掲
載
し
た
の
で
あ
っ

たへ3）。上
か
ら
の
経
済
更
生
運
動
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
疲
弊
し
た
部
落
か
ら
青
年
た
ち
が
更
生

運
動
に
立
ち
あ
が
っ
た
事
例
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
l
、
二
の
例
を
長
野
県
内
に
み
て
み
ょ

員
ノ
0

①
長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
村
へ
4
）

更
生
事
業
の
黄
習
会
に
参
加
し
た
部
落
の
一
青
年
の
報
告
に
よ
る
と
、
集
村
不
況
で
負
債
の
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増
加
し
た
部
落
住
民
は
、
耕
地
が
部
落
外
の
三
分
の
一
し
か
な
い
状
態
で
、
年
々
滞
納
額
が
増

加
し
、
納
税
歩
合
が
三
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
の
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
部
落
の
二
、
三
の
青
年

が
協
議
会
を
つ
く
り
、
更
生
運
動
を
は
じ
め
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
共
同
心
の
養
成
と
敬
神
崇
祖
に
励
み
、
納
税
組
合
を
設
立
二
九
三
二

年
）
、
八
五
パ
ー
セ
ソ
ト
納
税
し
て
村
内
二
位
、
一
九
三
三
年
度
は
一
〇
〇
‥
ハ
ー
セ
ソ
ト
納
税

し
て
村
内
一
位
と
な
る
。
つ
ぎ
に
養
蚕
実
行
取
合
・
農
事
実
行
組
合
を
設
立
し
て
養
豚
・
養
兎

を
と
り
入
れ
た
。
ま
た
副
業
組
合
を
つ
く
っ
て
わ
ら
加
工
に
励
み
、
協
議
会
を
月
例
会
と
し
、

日
掛
貯
金
を
は
じ
め
た
。
一
九
三
五
年
経
済
更
生
縛
の
記
帳
、
三
六
年
更
生
会
を
組
織
し
て
各

部
を
つ
く
り
活
動
、
三
七
年
第
一
回
部
落
基
本
調
査
を
お
こ
な
い
、
融
和
事
業
完
成
十
力
年
計

画
の
作
成
、
前
期
五
年
経
済
更
生
五
力
年
計
画
を
樹
立
し
、
理
想
と
し
た
「
平
和
に
し
て
経
済

豊
か
な
地
区
」
の
完
成
を
め
ざ
し
た
。

㊥
小
県
郡
滞
里
村
（
5
）

長
野
県
同
仁
会
主
事
補
の
報
告
に
よ
る
と
、
世
界
恐
慌
に
ょ
る
不
況
で
、
部
落
住
民
の
大
多

数
の
仕
事
で
あ
る
日
雇
労
働
が
な
く
な
り
失
業
状
態
と
な
る
。
こ
の
た
め
収
入
不
定
の
行
商
が

ふ
え
た
。
そ
の
結
果
、
勤
労
の
精
神
、
隣
保
協
同
の
美
風
が
失
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
製
糸
工
場

で
働
い
て
い
た
婦
女
子
は
貸
金
不
払
い
で
帰
郷
。
好
況
時
代
労
働
収
入
だ
け
で
も
〓
戸
平
均

七
、
入
官
円
か
ら
千
円
近
か
っ
た
の
が
、
一
九
三
〇
、
三
一
年
（
昭
和
五
、
六
）
堅
二
〇
〇

円
、
三
二
年
か
ら
三
〇
〇
円
以
下
と
な
り
、
戯
死
線
上
を
さ
ま
よ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

酒
の
浪
贅
は
一
カ
年
二
六
戸
で
二
二
六
〇
円
（
l
戸
平
均
五
二
円
）
　
に
も
な
っ
た
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
中
央
融
和
事
業
協
会
の
指
定
地
区
に
選
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
経
済
更

生
が
は
じ
ま
る
。
ま
ず
少
年
少
女
団
を
結
成
、
部
落
の
綱
紀
を
ひ
き
し
め
、
l
九
三
四
年
清
里

第
一
農
畜
実
行
鼠
合
を
つ
く
り
、
六
部
組
織
と
し
た
。
そ
の
l
つ
金
融
部
に
貯
金
部
が
お
か

れ
、
l
九
九
三
円
余
を
貯
菅
、
負
債
整
理
部
は
、
村
税
・
県
税
の
滞
納
を
整
理
、
一
九
三
二
年

八
七
円
余
あ
っ
た
の
を
、
一
九
三
五
年
に
は
〓
l
円
余
ま
で
減
ら
し
た
。
そ
の
他
、
信
用
絶

食
・
産
業
組
合
・
銀
行
・
商
店
・
保
険
・
会
社
の
負
債
を
、
五
力
年
計
画
を
立
て
て
減
ら
す
こ

と
を
は
じ
め
（
第
一
次
一
九
三
五
年
度
1
三
九
年
度
）
、
l
九
三
七
年
度
ま
で
に
l
万
〇
五
〇

七
円
を
整
理
し
、
残
額
四
二
〇
六
円
と
し
た
。
こ
れ
は
女
工
労
働
と
都
会
の
徒
弟
な
ど
少
年
少

女
の
カ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

以
上
二
つ
の
更
生
事
例
は
、
か
な
り
順
調
に
い
っ
た
事
例
と
し
て
、
中
央
融
和
事
業
協
会
の

雑
誌
『
更
生
』
に
掲
戟
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
ご
ろ
ま
で
の
時

点
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
更
生
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
の
一
巽
を
担
っ
た
記
事
と
い
う
性
格
も
無
視
で
き

な
い
の
で
、
実
態
は
こ
の
と
お
り
か
ど
う
か
な
お
検
討
を
要
し
ょ
う
。
雑
記
『
更
生
』
は
、
大

々
的
に
毎
号
更
生
実
例
を
絃
介
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
部
分
的
な
成
功
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
部
落
住
民
の
生
活
は
次
第
に
行
き
詰
ま

り
、
矛
盾
は
拡
大
し
た
。
と
く
に
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
、
精
神
主

義
的
で
あ
り
い
ま
ま
で
の
経
済
体
制
の
な
か
で
堪
え
る
経
済
更
生
運
動
に
は
、
展
望
は
出
て
こ

な
か
っ
た
（
6
）
。
こ
の
間
、
融
和
事
業
完
成
十
力
年
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
そ
の
実
行
に
は
い
っ

た
と
き
日
中
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
の
で
、
十
力
年
計
画
は
誤
算
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
更

生
」
と
関
連
さ
せ
て
満
州
移
民
の
問
題
が
部
落
に
振
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
題
を
『
更
生
』
で
み
る
と
、
満
州
移
民
の
ニ
ュ
ー
ス
、
資
料
は
創
刊
号
か
ら
載
っ
て

い
る
が
、
本
格
的
移
民
諭
は
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
六
月
の
『
更
生
』
第
二
一
号
か
ら

で
、
中
央
融
和
事
業
協
会
常
務
理
事
小
山
三
郎
の
「
満
州
移
住
」
、
集
林
大
臣
官
房
企
画
課
遠

藤
三
郎
の
「
地
区
更
生
と
分
村
計
画
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
藤
範
晃
の
満
州
視
察
記
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
翌
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
に
は
論
説
・
資
料
・
視
察
記
合
わ
せ
て
二
三
種
も
耽
る

こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
満
州
移
民
花
ざ
か
り
で
あ
っ
た
。

一
方
、
中
央
融
和
事
業
協
会
の
研
究
誌
『
融
和
事
業
研
究
』
の
場
合
は
、
論
説
は
l
九
三
七

年
（
昭
和
十
二
）
九
月
の
第
四
五
韓
か
ら
で
、
と
く
に
安
藤
寛
の
「
融
和
問
題
よ
り
見
た
る
満

州
農
業
移
民
の
考
察
」
は
、
経
済
更
生
運
動
か
ら
満
州
移
民
と
い
う
方
策
が
出
て
く
る
こ
と
を

記
述
し
て
い
て
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
安
藤
寛
の
論
説
か
ら
み
ょ
う
。
安
藤
は
静
岡
県
社
会
事
業
主
事
で
満
州
開
拓
地
を
視
察

し
た
結
果
を
ま
と
め
、
満
州
廃
業
移
民
は
成
功
し
て
お
り
、
気
候
も
心
配
す
る
ほ
ど
で
な
く
農

耕
に
適
し
て
お
り
、
「
匪
賊
」
の
襲
来
は
軍
隊
が
守
っ
て
く
れ
、
食
物
は
内
地
の
中
以
上
の
鹿

家
の
程
度
で
あ
り
、
住
宅
は
内
地
喪
家
の
建
物
で
は
み
ら
れ
な
い
、
別
荘
と
思
わ
れ
る
く
ら
い

立
派
で
あ
る
、
と
賞
讃
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
安
藤
は
融
和
問
題
と
移
民
に
つ
い
て
述
べ
、
地
区
更
生
の
た
め
に
は
自
覚
更
生
が
必

要
で
あ
り
、
地
区
の
根
本
問
題
は
人
口
過
剰
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
耕
地
面
横
の
過

少
、
耕
作
の
限
界
、
負
債
の
額
の
多
い
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
漢
和
す
る
た
め
に
満
州
移
民

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

つ
ぎ
に
満
州
農
業
移
民
は
、
部
落
の
理
想
と
明
朗
化
を
は
か
り
、
満
州
に
理
想
社
会
を
建
設

す
る
こ
と
で
あ
り
、
満
州
へ
い
く
部
落
青
年
は
、
棄
民
で
は
な
く
北
満
の
開
拓
者
、
王
道
楽
土

の
建
設
者
で
あ
る
、
と
し
た
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
一
〇
町
歩
か
ら
二
〇
町
歩
の
土
地
と
多
額

の
貯
著
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
満
州
へ
青
年
た
ち
が
渡
る
こ
と
を
激
励
し
た
の
で
あ
る
。

安
藤
が
い
う
人
口
過
剰
の
解
消
、
耕
地
の
拡
大
、
部
落
の
環
境
の
改
善
、
理
想
の
「
王
道
楽

土
」
の
建
設
と
い
う
国
策
へ
の
奉
仕
は
、
い
ず
れ
も
部
落
住
民
に
と
っ
て
待
望
の
満
州
移
民
と
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し
て
宣
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
央
融
和
事
業
協
会
常
務
理
事
小
山
三
郎
は
、
「
満
州
移
住
」
の
論
説
に
お
い
て
、
満
州
移

民
の
意
義
を
、
満
州
国
が
五
族
協
和
の
地
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
、
日
本
と
満
州
と
親
善
融
和

し
、
東
洋
平
和
と
満
州
国
の
利
益
擁
護
、
日
本
国
家
の
発
展
と
防
衛
を
は
か
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
り
、
移
民
す
る
も
の
は
こ
の
日
的
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
「
内
地
」

人
口
の
減
少
、
不
良
分
子
の
棄
て
ど
こ
ろ
と
考
え
て
は
い
け
な
い
、
と
意
義
づ
け
た
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
融
和
事
業
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
勢
力
を
背
景
と
し
て
四
族
に
優
越
感
を
も
っ
て
は

な
ら
な
い
、
日
本
に
あ
る
よ
う
な
融
和
問
題
を
満
州
に
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
、
精
神
身
体
建

全
な
ら
ば
貧
困
で
あ
れ
教
育
が
低
く
あ
れ
移
住
せ
し
め
、
王
道
楽
土
形
成
に
参
加
さ
せ
た
い
、

と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
世
界
恐
慌
下
の
応
急
施
設
、
さ
ら
に
経
済
更
生
運
動
、
そ
し
て
満
州
移
民

と
い
う
よ
う
に
、
融
和
事
業
の
方
針
が
大
き
く
転
回
し
、
次
第
に
国
家
政
策
に
完
全
に
従
属
す

る
み
ち
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
部
落
住
民
の
移
民
問
題

が
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
時
点
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
移
民
の
意
義
を
説
く
必
要
が
で
て
き
た
の

で
あ
っ
た
。

二
　
満
州
移
民
と
部
落
差
別

「
資
源
調
整
事
業
」
と
い
う
名
で
部
落
住
民
を
満
州
に
積
撞
的
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
す
る
政

府
と
、
そ
れ
と
結
合
し
て
推
進
に
つ
と
め
る
融
和
事
業
団
体
の
幹
部
は
、
満
州
に
も
差
別
は
あ

り
は
し
な
い
か
と
危
倶
す
る
部
落
住
民
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
で
、
差
別
は
は
じ
め
は
少
し
は

あ
る
が
じ
き
に
解
消
す
る
と
し
て
、
極
力
移
民
を
宣
伝
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
一
九
四
l
年
（
昭
和
十
六
）
六
月
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
『
更
生
』
に
、
旧
中
央

融
和
事
協
会
幹
部
下
村
春
之
助
が
「
満
州
に
住
め
ば
差
別
は
解
消
す
る
」
と
い
う
論
説
を
域
せ

て
い
る
（
7
）
。
ま
ず
地
区
の
人
々
は
、
差
別
問
題
が
起
こ
る
と
心
配
し
て
、
移
住
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
い
る
向
き
も
多
い
が
、
た
ん
な
る
杷
変
に
す
ぎ
な
い
、
差
別
観
念
は
移
住
者
に
ょ
っ
て
、

満
州
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
、
永
く
持
続
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
、
と
述

べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
元
来
差
別
観
念
な
る
も
の
は
、
個
人
の
所
属
す
る
集
団
社
会
の
意
識
で
あ
っ
て
、
社
会
的

な
根
拠
に
基
い
て
発
生
し
、
か
つ
持
続
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
差
別
観
念
が
個

人
意
識
で
あ
る
な
ら
は
、
終
始
個
人
と
運
動
を
共
に
し
て
、
個
人
の
存
す
る
と
こ
ろ
常
に
つ

き
ま
と
ひ
、
満
州
に
住
む
や
う
に
な
っ
・
て
鳶
」
れ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら

う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
社
会
意
識
で
あ
る
が
為
め
に
、
個
人
机
そ
の
社
会
を
離
れ
ゝ
は
、
そ

の
差
別
観
念
は
個
人
の
心
か
ら
速
く
離
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
即
ち
差
別
観
念
は
、
別
の
社

会
な
る
満
州
に
住
む
や
う
に
な
れ
ば
、
自
然
に
解
消
し
て
行
く
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ

る。」
と
し
て
、
部
落
差
別
の
な
い
満
州
に
住
め
ば
、
社
会
意
識
で
あ
る
差
別
観
念
は
個
人
か
ら
離
れ

て
い
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
満
州
は
今
や
白
無
地
の
布
に
理
想
の
日
本
村
が
措
か
れ
や
う

と
し
て
、
正
に
新
し
い
世
紀
が
始
ま
ら
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
下
村
は
、

「
物
に
は
惰
性
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
入
植
と
と
も
に
或
る
程
度
の
差
別
観
念
、
即
ち
内

地
で
の
伝
統
が
持
ち
越
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
ふ
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

と
し
、
二
、
三
の
差
別
問
題
が
起
っ
た
が
そ
れ
も
一
時
の
こ
と
で
、
差
別
観
念
は
徐
々
に
消
滅

し
て
い
き
、
数
年
後
転
は
全
く
意
味
の
判
ら
な
い
空
言
菓
と
な
っ
て
し
ま
ふ
、
と
断
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
心
配
す
る
部
落
住
民
に
対
し
て
は
、

「
開
拓
地
に
は
、
わ
が
国
の
身
分
観
念
の
ご
と
き
差
別
の
伝
統
が
無
い
か
ら
、
人
間
の
価
値

が
何
等
妨
げ
る
も
の
な
く
て
裸
l
班
の
あ
り
の
ま
ゝ
で
決
め
ら
れ
て
行
く
。
」

と
し
て
、
前
科
の
経
歴
の
あ
る
も
の
が
団
員
の
選
挙
で
村
長
に
な
っ
た
例
を
引
き
、
部
落
住

民
が
差
別
に
泣
く
こ
と
な
く
、
差
別
の
な
い
明
朗
な
社
会
を
現
出
す
る
、
と
断
言
し
た
の
で
あ

る。

こ
の
ほ
か
下
村
は
、
差
別
解
消
の
理
由
を
、
①
満
州
開
拓
地
に
は
差
別
観
念
を
起
こ
す
社
会

的
板
処
が
な
い
。
土
地
・
建
物
・
建
具
・
武
器
・
被
服
・
職
業
み
な
同
l
平
等
で
あ
る
㊤
満
州

開
拓
に
よ
り
同
析
意
識
が
昂
揚
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て
の
一
体
観
を
も
ち
、
五
族
入
り
ま
じ
る

満
州
で
は
、
「
み
た
み
わ
れ
」
の
皇
国
臣
民
観
の
上
に
立
つ
日
本
人
意
識
以
外
区
別
は
な
い
◎

大
陸
の
大
自
然
が
人
間
を
結
集
さ
せ
親
愛
の
情
を
増
大
さ
せ
、
生
活
の
協
同
化
は
一
家
族
の
ご

と
き
親
愛
感
を
も
た
せ
る
④
資
源
が
豊
か
で
生
活
が
／
ソ
ビ
リ
し
て
い
る
た
め
に
相
剋
摩
擦
が

少
な
い
、
と
い
う
い
く
つ
か
の
埋
由
を
挙
げ
、
満
州
移
民
は
差
別
を
解
消
す
る
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

か
れ
は
、
そ
れ
を
立
証
す
る
と
し
て
い
く
つ
か
の
「
同
和
」
の
事
例
を
挙
げ
た
。

①
四
十
二
、
三
歳
の
部
落
住
民
が
、
学
歴
が
な
い
け
れ
ど
も
人
望
を
集
め
、
道
路
班
長
か
ら
警

備
司
令
と
な
り
、
二
〇
〇
名
の
団
員
を
指
揮
し
て
い
る
。

㊤
部
落
住
民
が
集
落
の
長
と
な
り
、
村
の
産
業
組
合
の
専
務
理
事
と
な
っ
た
。

㊤
通
婿
も
お
こ
な
わ
れ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
村
一
番
の
貧
困
者
が
女
子
大
出
と

詰
嬉
し
、
北
陸
か
ら
き
た
部
落
青
年
の
三
人
の
う
ち
二
人
が
、
部
落
外
か
ら
嫁
を
迎
え
た
。

と
し
て
、
下
村
は
、
内
地
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
差
別
が
、
満
州
で
は
易
々
と
し
て
解
消
さ
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れ
て
い
る
の
で
（
同
和
問
題
の
解
決
）
、
子
孫
の
た
め
に
も
移
民
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
重
要

国
策
で
あ
る
「
臣
民
の
道
」
の
実
践
と
な
る
、
こ
う
し
て
移
民
は
一
石
二
鳥
、
同
和
事
業
中
の

重
要
施
策
で
あ
る
、
と
結
ん
だ
。

金
子
念
阿
（
兵
庫
県
清
和
会
嘱
託
）
は
、
下
村
よ
り
l
年
半
以
前
l
九
三
九
年
十
一
月
に

「
満
州
開
拓
地
と
融
和
問
題
」
と
い
う
論
説
を
『
更
生
』
（
8
）
に
書
い
て
い
る
が
、
論
旨
は
下
村

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
か
れ
の
場
合
、
「
内
地
」
で
い
う
融
和
問
題
は
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
し
・
て
筆
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
解
消
き
れ
る
と
述
べ
て
い
く
。

「
け
れ
ど
も
、
遺
憾
な
が
ら
問
題
は
あ
る
。
否
、
既
に
二
一
の
い
や
な
事
実
は
あ
っ
た
、
か

く
し
て
答
は
明
白
だ
、
満
州
開
拓
地
に
内
地
の
所
謂
融
和
問
題
は
、
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

「
差
別
の
問
題
は
ど
う
し
や
う
。
こ
れ
は
人
格
の
冒
溝
で
あ
る
。
国
民
総
親
和
の
破
壊
で
あ

る
。
東
亜
の
新
秩
序
、
五
族
協
和
の
妨
害
観
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ゝ
承
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
」
「
国
家
全
体
を
基
礎
観
念
と
し
て
人
格
の
冒
涜
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
一

君
万
民
、
日
本
精
神
の
精
華
よ
り
見
て
、
人
格
の
冒
涜
は
容
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
の
で
あ

る。」
と
述
べ
て
、
融
和
問
題
の
存
在
を
、
国
体
観
念
、
日
本
精
神
の
発
露
で
あ
る
「
東
亜
新
秩
序
」
「
五

族
協
和
」
の
立
場
か
ら
否
定
し
、
さ
ら
に
、
満
州
開
拓
地
の
融
和
問
題
は
解
消
す
る
と
し
て
、

①
「
内
地
」
で
差
別
観
念
を
も
っ
た
も
の
が
開
拓
地
に
移
住
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
観
念

は
忘
れ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
が
と
き
に
差
別
言
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
と
く
に
農
業
移
民

の
よ
う
な
壮
年
・
老
人
に
問
題
が
起
こ
る
。
し
か
し
青
少
年
義
勇
軍
や
鼻
業
移
民
の
先
遣
隊
と

し
て
訓
練
し
た
も
の
に
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。
し
か
も
現
地
で
は
、
差
別
観
念
は
新
た
に
植
え

つ
け
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
消
滅
す
る
。

㊥
満
州
で
の
国
家
的
計
画
的
生
活
、
集
団
生
活
は
人
心
に
作
用
し
、
差
別
観
念
を
知
ら
な
い
青

少
年
は
も
ち
ろ
ん
、
差
別
観
念
を
知
っ
て
い
る
壮
老
年
も
そ
の
観
念
を
忘
れ
る
。

④
満
州
で
の
融
和
問
題
と
い
っ
て
も
、
一
人
と
一
人
の
談
話
の
な
か
の
差
別
言
辞
を
他
の
一
人

が
聞
い
た
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
、
そ
の
件
が
あ
っ
て
か
ら
正
式
に
結
婚
し
た
。
ま
た
、
妹
同

士
を
交
換
的
に
妹
に
し
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

④
故
郷
を
離
れ
広
漠
た
る
大
自
然
の
な
か
で
人
間
の
結
合
は
強
く
な
り
、
排
他
心
は
な
く
な

り
、
隣
保
相
扶
の
心
が
強
く
な
る
。
協
同
が
必
要
で
、
結
合
親
愛
の
情
が
発
生
す
る
。
国
家
的

一
元
的
統
制
下
に
秩
序
を
立
て
、
自
然
環
境
が
差
別
を
解
消
す
る
。

①
開
拓
地
の
団
長
の
識
見
・
力
量
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。

と
い
う
理
由
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
開
拓
地
に
於
け
る
融
和
問
題
は
、
批
判

的
態
度
で
見
て
み
や
う
。
時
間
の
中
に
問
題
を
見
や
う
。
さ
う
す
る
と
、
前
途
は
割
合
に
大
き

な
光
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

融
和
運
動
の
指
導
層
の
理
論
に
対
し
、
大
陸
視
察
し
た
隊
員
の
視
察
記
な
え
よ
う
（
山
幡
悟

「
伸
び
行
く
大
陸
視
察
行
」
（
9
）
）
。
山
幡
は
「
差
別
問
題
」
の
l
項
を
記
し
、
「
肝
心
の
本
間
題

に
ふ
れ
て
な
い
の
は
、
ふ
れ
な
く
て
も
よ
い
程
本
間
膚
を
重
要
視
す
る
の
要
が
な
い
の
で
あ
っ

た
」
と
前
置
き
し
て
、

「
樺
林
で
は
頗
る
深
い
理
解
を
持
っ
て
居
ら
れ
、
決
し
て
か
ゝ
る
事
柄
に
拘
泥
し
た
り
、
懸

念
し
て
、
移
住
を
俊
巡
さ
れ
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
歴
史
の
建
設
を
為
さ
ん

と
す
る
地
に
来
て
、
ど
う
し
て
そ
の
や
う
な
こ
と
が
考
え
て
居
ら
れ
ま
せ
う
か
」
。

と
い
う
団
長
の
言
を
記
し
、
さ
ら
に
黒
石
屯
で
の
部
落
住
民
自
身
の
声
と
し
て
、

「
皆
無
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
し
か
し
入
植
当
初
督
ら
く
は
多
少
あ
っ
た
が
、
時
が
経
過
す

る
に
随
っ
て
そ
ん
な
家
柄
、
身
分
な
ど
の
問
題
は
、
人
間
の
根
本
的
生
活
に
は
凡
そ
縁
の
遠

い
も
の
と
な
る
。
」

と
紹
介
し
た
う
え
で
、
山
勝
は
、

「
差
別
と
か
、
身
分
と
か
閑
人
の
戯
言
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
裸
と
裸
の
寄
り
合
ひ
だ
。

親
が
大
臣
で
あ
ら
う
と
、
大
将
で
あ
ら
う
と
そ
れ
が
何
の
カ
に
な
る
も
の
か
、
こ
の
時
に
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
そ
の
人
自
身
が
所
有
す
る
知
力
で
あ
り
才
能
で
あ
り
、
体
力
で
な

く
て
ほ
な
ら
な
い
。
」

と
述
べ
、
「
開
拓
地
の
差
別
問
題
解
決
は
絶
対
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
事
実
が
何
よ

（ママ）
り
の
雄
弁
に
物
語
っ
て
ゐ
る
」
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
、
論
調
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
開
拓
移
民
の
初
期
に
お
い
て

は
、
多
少
の
部
落
差
別
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
や
が
て
そ
れ
が
短
い
年
月
の
あ
い
だ

に
解
消
し
て
い
く
と
主
張
し
、
そ
の
解
消
の
事
実
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
で

ある。解
消
の
条
件
、
理
由
に
つ
い
て
は
若
干
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
社
会
意
識

と
し
て
の
部
落
差
別
は
、
そ
の
社
会
意
識
を
生
み
出
す
こ
と
の
な
い
満
州
と
い
う
社
会
に
お
い

て
は
、
や
が
て
解
消
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
理
論
転
立
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
「
王
道
楽
土
」
建

設
、
「
五
族
協
和
」
と
、
共
同
社
会
と
い
う
「
理
想
郷
」
を
建
設
す
る
考
え
方
に
立
て
ば
、
部

落
差
別
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
理
論
を
す
す
め
て
い
る
。
さ
ら
に
満
州
開
拓
地
で
は
内
地
に

お
け
る
身
分
、
家
柄
、
出
身
と
い
っ
た
も
の
は
役
に
立
た
ず
、
体
力
や
知
力
、
指
導
力
と
い
う

そ
の
人
間
の
資
質
が
も
の
を
い
う
し
、
こ
と
に
開
拓
は
共
同
の
カ
が
必
要
で
あ
る
か
ら
差
別
は

不
要
で
あ
る
、
と
い
う
理
論
で
あ
っ
た
。
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実
際
の
満
州
開
拓
地
に
お
け
る
部
落
差
別
の
実
態
は
、
『
更
生
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の

を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
実
態
を
研
究
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
少
な
く
と
も
満
州
移
民
が
、
「
王
道
楽
土
」
建
設
、
「
五
族
協
和
」
の
実
現
、
「
大
東
亜
共

栄
圏
」
の
建
設
と
い
う
名
で
、
中
国
へ
の
侵
略
と
民
族
差
別
を
正
当
化
し
て
い
た
現
実
を
無
視

し
て
、
部
落
差
別
の
存
在
を
諭
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
部
落
住
民
の
満
州
移
民
が
、
部
落
が
本
質
的
に
か
か
え
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

の
問
題
を
、
移
民
に
ょ
っ
て
肩
替
り
さ
せ
る
棄
民
政
策
を
こ
と
さ
ら
に
美
化
す
る
こ
と
で
問
題

を
ス
リ
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
融
和
運
動
家
の
文
章
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

三
　
満
州
移
民
の
具
体
的
と
り
く
み

部
落
住
民
に
よ
る
満
州
移
民
の
具
体
的
事
例
を
、
長
野
県
を
中
心
に
み
ょ
う
。

長
野
県
同
仁
会
は
l
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
九
月
、
傘
下
の
部
落
住
民
に
満
州
移
民
奨
励

を
通
知
し
て
、
本
格
的
に
部
落
住
民
の
移
民
に
乗
り
出
し
た
。
全
国
で
も
満
州
開
拓
地
の
視
察

が
盛
行
し
、
か
つ
て
の
全
国
水
平
社
幹
部
北
原
春
作
を
は
じ
め
（
1
0
）
、
長
野
県
で
も
長
野
県
水

平
社
の
高
橋
利
重
（
長
野
県
同
仁
会
更
生
指
導
員
）
、
長
野
県
同
仁
会
主
事
補
木
藤
岩
雄
、
同

会
更
生
指
導
員
原
田
亨
一
ら
が
渡
満
し
て
開
拓
地
を
視
察
し
て
い
る
へ
1
1
）
。
こ
れ
ら
の
視
察
地

は
、
弥
栄
・
千
振
・
龍
爪
・
四
家
房
な
ど
、
比
較
的
初
期
の
開
拓
地
で
、
地
理
的
条
件
も
よ
く

農
業
経
営
の
た
め
の
農
具
は
じ
め
条
件
が
と
と
の
い
、
団
員
も
精
選
さ
れ
、
か
つ
政
府
の
奨
励

も
行
き
届
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
、
あ
た
か
も
開
拓
地
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
ど
こ
で
も
成
績
が
あ
が
る
よ
う
な
幻
想
を
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

つ
ぎ
に
長
野
県
下
の
二
つ
の
地
区
の
移
民
送
出
の
実
情
を
み
る
と
、

①
上
高
井
那
須
坂
町
日
瀧
地
区

か
つ
て
製
糸
業
の
町
と
し
て
諏
訪
の
岡
谷
と
肩
を
並
べ
た
中
心
地
の
一
つ
須
坂
町
の
農
村
地

区
日
瀧
の
部
落
は
、
資
源
調
整
指
定
地
区
と
な
っ
た
。
す
で
に
須
坂
町
自
体
が
町
長
自
身
、

「
上
高
井
郷
」
建
設
の
た
め
、
町
の
有
力
者
と
満
州
開
拓
地
を
現
地
視
察
し
、
永
井
収
入
役
を

団
長
と
す
る
第
十
一
次
上
高
井
郷
建
設
先
遣
隊
を
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
秋
す
ぎ
に
七

〇
戸
送
出
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
（
㍑
）
。

こ
の
よ
う
な
町
の
積
極
的
な
と
り
く
み
を
背
景
に
、
上
高
井
郡
須
坂
町
役
場
職
員
藤
山
善
之

助
が
部
落
の
移
民
奨
励
を
担
当
し
推
進
し
た
。
勝
山
は
合
併
前
の
旧
日
瀧
村
役
場
職
員
で
、
日

瀧
部
落
に
つ
い
て
詳
し
く
、
非
常
に
熱
心
に
と
り
く
ん
だ
。
一
九
四
〇
年
か
れ
は
中
央
融
和
事

業
協
会
主
催
の
資
源
調
整
指
導
員
錬
成
黄
習
会
を
受
許
し
た
。
日
瀧
部
落
は
戸
数
四
二
戸
、
人

口
一
八
五
人
、
そ
の
う
ち
一
〇
：
天
は
子
ど
も
、
老
人
で
あ
る
。
前
記
協
会
の
資
源
調
盤
特
別

指
定
地
区
の
部
落
の
な
か
で
、
耕
作
反
別
平
均
富
山
一
町
○
反
六
畝
、
徳
島
七
反
三
畝
に
つ
い

で
日
瀧
は
七
反
二
畝
で
あ
っ
た
（
須
坂
町
平
均
八
反
六
畝
、
長
野
県
平
均
八
反
七
畝
）
。
関
係

部
落
の
全
国
平
均
が
四
反
四
畝
で
あ
る
の
に
比
放
し
て
、
「
比
故
的
恵
ま
れ
た
環
境
」
と
み
ら

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
無
理
を
す
れ
ば
ど
う
に
か
や
っ
て
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
満
州

開
拓
の
話
な
ど
見
向
き
も
し
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

職
業
別
で
は
四
二
戸
の
う
ち
、
農
業
一
九
、
商
業
五
、
工
業
l
、
交
通
業
「
　
旦
産
業
一

〇
、
無
職
五
で
、
農
業
と
日
雇
業
が
合
わ
せ
て
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
。
耕
地
は
二
戸
平

均
七
反
二
畝
の
う
ち
田
は
二
反
歩
、
畑
大
反
九
畝
で
大
部
分
が
畑
で
あ
っ
た
。
所
有
関
係
で
み

る
と
田
は
総
反
別
大
反
歩
の
う
ち
、
二
反
歩
が
自
作
、
畑
は
総
反
別
二
二
町
一
反
歩
の
う
ち
六

町
三
反
歩
が
自
作
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
区
の
状
況
に
対
し
て
、
勝
山
は
東
榎
的
に
と
り
く
ん
で
、
部
落
の
中
堅
人
物

二
人
の
協
力
と
町
当
局
の
援
助
理
解
で
、
四
二
戸
全
部
を
送
出
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。

一
九
四
一
年
度
先
遣
隊
一
五
戸
、
本
隊
二
六
戸
計
四
二
戸
送
出
と
い
う
計
画
を
つ
く
っ
た
と
あ

る
が
、
結
局
三
年
度
に
分
け
て
の
送
出
計
画
に
お
ち
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
（
1
3
）
。
長
野
県
当
局

の
資
源
調
整
事
業
の
概
要
で
は
、
一
九
四
一
年
度
（
昭
和
十
六
）
二
〇
戸
（
今
秋
二
〇
戸
送
出

予
定
）
、
同
四
二
年
度
（
昭
和
十
七
）
一
〇
戸
、
同
四
三
年
度
（
昭
和
十
八
）
　
t
　
二
戸
と
い
う

計
画
で
、
三
年
間
で
全
部
送
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
（
1
4
）
。

一
九
四
一
年
の
段
階
で
は
、
褒
坂
町
全
体
か
ら
l
五
〇
名
を
送
る
べ
く
努
力
中
と
あ
り
、
す

で
に
須
坂
町
か
ら
は
数
十
名
の
開
拓
者
と
、
十
数
名
の
青
少
年
義
勇
軍
を
送
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
勝
山
の
努
力
に
ょ
る
と
い
う
。
勝
山
自
身
も
一
家
を
つ
れ
て
陣
頭
に
立
つ
計
画
で
、
こ

れ
ら
の
須
坂
町
の
見
聞
記
を
書
い
た
木
藤
岩
雄
長
野
県
同
仁
会
主
事
補
は
、
「
こ
れ
は
過
少
鼻

問
題
解
決
の
示
標
と
な
る
」
と
記
し
た
の
で
あ
っ
た
（
禁
。

㊥
北
佐
久
郡
北
大
井
村
荒
堀
地
区

こ
こ
で
は
高
橋
利
重
更
生
指
導
員
が
中
心
に
と
り
く
み
、
「
担
任
の
指
定
地
区
指
導
の
か
た

は
ら
、
更
に
自
郡
を
単
位
に
、
今
秋
（
注
l
九
四
一
年
）
迄
堅
一
〇
名
の
送
出
目
標
を
立
て
現

在
県
係
官
と
共
に
日
夜
努
力
中
で
あ
る
」
と
活
動
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
望
。

前
述
の
よ
う
に
高
橋
は
、
長
野
県
水
平
社
の
活
動
家
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
県

同
仁
会
の
更
生
指
導
員
と
し
て
と
く
に
満
州
移
民
に
カ
を
注
い
で
い
た
。
か
れ
は
一
九
三
九
年

九
月
、
中
央
融
和
事
業
協
会
の
本
年
度
第
二
回
満
州
視
察
l
≡
名
の
隊
員
の
な
か
に
加
え
ら
れ

た
一
（
他
に
木
藤
岩
雄
、
原
田
亨
一
が
参
加
）
。
こ
の
と
き
第
一
次
弥
栄
村
、
千
振
郷
開
拓
地
な
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ど
を
回
り
、
農
業
経
営
、
耕
地
と
土
嚢
、
気
象
、
地
勢
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
（
1
7
）
。

か
れ
は
一
九
四
〇
年
四
月
全
国
水
平
社
幹
部
に
よ
る
部
落
厚
生
皇
民
選
動
転
長
野
県
代
表
と

し
て
参
加
、
八
月
の
部
落
厚
生
皇
民
運
動
全
国
協
議
会
第
一
回
全
国
会
議
虹
理
事
と
し
て
出
席

し
た
。
十
l
月
に
は
長
野
県
同
仁
会
主
催
資
源
調
整
指
導
者
錬
成
講
習
会
に
お
い
て
、
「
満
州

視
察
」
を
報
告
し
て
い
る
（
望
。

荒
東
地
区
の
送
出
計
画
は
、
戸
数
≡
三
戸
、
人
口
七
t
≡
名
、
五
力
年
計
画
で
七
〇
戸
を

送
出
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
一
九
四
〇
年
一
〇
戸
、
四
一
年
一
〇
戸
、
四
二

年
二
〇
戸
、
四
三
年
二
〇
戸
、
四
四
年
一
〇
戸
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
四
一
年
ま
で
に
実
際
に
送

出
し
た
戸
数
は
四
〇
年
四
戸
、
四
一
年
二
戸
で
あ
っ
た
（
望
。

参
考
に
長
野
県
の
移
民
送
出
状
況
の
一
資
料
を
表
1
に
掲
げ
よ
う
。
一
九
四
一
年
度
途
中
ま

で
の
送
出
数
四
七
名
、
う
ち
l
般
開
拓
者
三
四
名
、
青
少
年
義
勇
軍
一
三
名
で
あ
る
。
な
お
こ

の
資
料
と
数
字
が
整
合
し
な
い
が
、
一
九
三
九
年
三
月
現
在
の
満
州
移
住
者
・
転
業
転
職
者
の

資
料
が
あ
る
の
で
蓑
2
に
掲
げ
る
。

一
九
四
一
年
度
の
長
野
県
に
ょ
る
資
源
調
整
事
業
と
満
州
移
民
送
出
計
画
を
概
要
で
み
る

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
肇

①
同
和
奉
公
会
指
定
地
区
設
置
（
中
央
融
和
事
業
協
会
以
来
す
す
め
て
き
た
前
記
荒
堀
地
区
、

日
瀧
地
区
を
継
続
）

㊥
東
信
厚
生
異
賛
会
設
置
（
後
述
）

◎
長
野
県
同
仁
会
各
支
会
単
位
の
移
民
計
画
　
分
郷
・
分
村
計
画
の
な
か
に
含
め
て
計
画
樹

立
、
移
民
者
数
二
〇
名
予
定
。

④
現
地
視
察
一
九
四
一
年
度
新
規
事
業
、
長
野
県
同
仁
会
は
予
算
一
、
一
〇
〇
円
計
上
、
一

〇
名
派
遣
計
画
。

①
施
設
お
よ
び
補
助
奨
励
　
各
指
定
地
区
に
資
源
調
整
指
導
員
設
置
、
入
植
奨
励
費
二
名
三
〇

1
七
〇
円
）
、
残
留
家
族
の
生
活
援
護
二
カ
月
一
五
円
程
）
、
義
勇
軍
一
名
二
〇
円
奨
励
費
交
付
。

以
上
の
う
ち
㊥
の
東
信
厚
生
巽
賛
会
は
、
日
中
戦
争
で
ゴ
ム
薬
の
統
制
を
う
け
た
履
物
業
者

が
、
配
給
の
円
滑
を
は
か
る
た
め
一
九
三
九
年
十
二
月
上
田
市
・
南
北
佐
久
郡
よ
り
な
る
東
借

履
物
業
組
合
を
結
成
し
て
更
生
事
業
を
実
行
し
、
四
一
年
二
月
同
組
合
は
配
給
機
構
の
整
備
を

考
え
て
東
借
厚
生
異
賛
会
と
名
称
組
織
を
変
更
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
会
は
、
統

制
経
済
の
強
化
に
押
さ
れ
て
、
部
落
産
業
の
再
編
成
の
立
場
か
ら
組
織
替
え
を
し
た
も
の
で
、
と

く
に
開
拓
部
・
転
業
部
な
ど
を
設
け
対
策
を
練
っ
た
。
同
会
の
計
画
に
ょ
る
と
、
業
者
五
五
五

名
の
う
ち
（
こ
の
う
ち
部
落
住
民
の
数
は
、
明
確
で
な
い
）
、
現
業
維
持
者
一
四
二
名
（
二
五
・

六
パ
ー
セ
ソ
ト
）
、
生
産
力
拡
充
の
た
め
急
を
要
す
る
産
業
に
転
換
さ
せ
る
べ
き
も
の
一
入
二

名
（
三
二
・
八
パ
ー
セ
ソ
ト
）
、
そ
の
他
転
業
開
拓
進
出
せ
ん
と
す
る
も
の
二
三
一
名
（
四
丁

六
パ
ー
セ
ソ
ト
）
と
し
て
い
る
。
同
年
六
月
現
在
、
軍
需
工
業
へ
の
転
業
者
三
〇
名
、
開
拓
移

民
者
二
〇
名
で
あ
っ
た
（
2
1
）
。

水
平
運
動
と
満
州
移
民
転
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
日
中
戦
争
開
始
後
か
ら
水
平
運
動
が
い
ち

じ
る
し
く
行
き
詰
ま
り
、
弾
圧
が
き
び
し
く
な
っ
た
。
北
佐
久
郡
北
大
井
村
の
高
橋
角
市
の
場

合
、
本
土
で
は
も
う
運
動
が
で
き
な
い
、
部
落
の
な
か
で
小
作
人
を
や
っ
て
い
る
よ
り
率
先
し

て
満
州
へ
行
っ
て
ほ
し
い
と
満
州
を
視
察
し
て
き
た
水
平
社
の
先
輩
（
高
橋
利
重
か
）
に
い
わ

れ
た
こ
と
、
県
水
平
社
最
高
幹
部
朝
倉
重
曹
に
も
部
落
の
模
範
と
し
て
行
く
よ
う
に
い
わ
れ
た

こ
と
、
子
ど
も
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
一
九
三
九
年
こ
の
地
区
で
初
の
移
民
に
な

っ
た
と
い
う
（
望
。
運
動
家
高
橋
定
市
も
移
民
と
し
て
渡
満
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
青
少
年
義
勇
軍
に
つ
い
て
の
一
例
を
み
る
と
、
小
県
郡
丸
子
町
の
部
落
の
一
少
年

は
、
父
母
と
六
人
兄
弟
姉
妹
で
田
畑
二
反
五
畝
歩
の
小
作
農
で
あ
っ
た
が
、
い
く
ら
働
い
て
も

一
家
の
「
更
生
」
は
不
可
能
と
考
え
、
青
年
学
校
の
教
師
の
す
す
め
に
よ
り
、
一
九
三
九
年
一
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家
の
「
更
生
」
、
相
の
「
更
生
」
の
た
め
に
蔑
勇
軍
入
隊
を
決
意
し
た
（
㍑
）
。

以
上
、
部
落
住
民
の
満
州
移
民
の
具
体
的
状
況
を
み
て
き
た
が
、
長
野
県
の
場
合
で
も
、
長

野
県
・
長
野
県
同
仁
会
（
の
ち
同
和
奉
公
会
）
・
町
村
役
場
な
ど
の
官
側
の
強
い
奨
励
が
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
進
捗
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
荒
堀
地
区
・

日
瀧
地
区
の
指
定
地
区
の
状
況
を
み
て
も
計
画
数
と
実
施
数
が
か
な
り
差
が
あ
り
、
長
野
県

全
体
と
し
て
も
そ
の
傾
向
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
「
笛
吹
け
ど
桶
ら
ず
」

と
い
う
候
向
で
、
京
都
府
な
ど
で
は
満
州
移
民
は
そ
れ
ほ
ど
部
落
問
題
の
緊
急
課
題
に
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
（
2
4
）
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
日
瀧
地
区
の
よ
う
に
、
部
落
全
戸
根
こ
そ
ぎ
移
民
さ
せ
る
と
い
う
計

画
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
部
落
を
移
民
さ
せ
る
こ
と
で
差
別
が
な
く
せ
る
と
考
え
た

り
、
部
落
を
貧
困
か
ら
脱
却
さ
せ
得
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
水
平
社
は
運
動
の
行

き
詰
ま
り
を
背
景
に
満
州
移
民
を
考
え
る
段
階
に
き
て
い
た
こ
と
も
、
高
橋
角
市
の
証
言
で
知

ら
れ
る
。

む

　

す

　

び

部
落
問
題
と
満
州
移
民
に
つ
い
て
、
筆
者
の
調
査
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
段
階
な
の
で
、

結
論
め
い
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
も
こ
め
て
一
応
の
む

す
び
を
考
え
て
み
た
い
。

第
一
に
、
世
界
恐
慌
以
後
、
地
方
改
善
応
急
事
業
か
ら
部
落
経
済
更
生
運
動
、
そ
し
て
資
源

調
整
事
業
、
満
州
移
民
と
、
政
府
行
政
の
一
方
的
な
政
策
に
よ
っ
て
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

き
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
定
着
し
部
落
の
生
活
が
向
上
安
定
す
る
の
で
は
な
く
、
政
策
に
振
り

回
さ
れ
る
だ
け
で
、
差
別
と
貧
困
が
温
存
さ
れ
、
部
落
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
く
と
い
う
状
況

を
う
か
が
わ
せ
る
。

第
二
に
、
融
和
運
動
家
は
、
満
州
移
民
に
ょ
っ
て
差
別
が
解
消
し
、
部
落
住
民
が
豊
か
に
な

り
、
「
五
族
協
和
」
の
理
想
が
実
現
す
る
と
い
う
、
部
落
に
と
っ
て
も
国
家
に
と
っ
て
も
「
理

想
郷
」
が
現
出
す
る
よ
う
な
幻
想
を
も
っ
て
移
民
を
宣
伝
し
た
。
し
か
も
最
初
は
差
別
が
存
在

す
る
が
、
数
年
後
に
は
解
消
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
満
州
移
民
を
全
面
的
に
骨
定
し

た
と
こ
ろ
か
ら
の
立
場
で
、
民
族
的
差
別
を
抜
き
に
し
た
部
落
差
別
解
消
論
で
あ
り
、
空
想
的

な
願
望
と
現
実
の
矛
盾
が
見
落
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
部
落
住
民
の
満
州
移
民
は
、
と
り
く
み
計
画
に
比
し
て
そ
れ
ほ
ど
進
捗
し
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
移
民
の
計
画
と
実
施
の
ズ
レ
、
さ
ら
に
満
州
で
の

実
態
を
含
め
て
後
究
に
ま
ち
た
い
と
思
う
。

（
鼓
l
）
　
拙
稿
「
戦
時
下
の
部
落
閉
居
」
買
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
七
号

（
2
）
　
中
央
融
和
事
業
協
会
締
「
地
方
改
善
応
急
施
設
状
況
」

（
3
）
　
雑
誌
云
庭
生
』
は
l
九
三
五
年
三
月
か
ら
l
九
四
一
年
八
月
ま
で
発
行
（
四
〇
号
）
。

（
4
）
　
前
掲
『
更
生
』
一
六
号
（
一
九
三
七
年
八
月
）
所
収
金
田
一
英
「
我
が
地
区
の
歩
み
」

（
5
）
　
前
掲
『
更
生
』
二
一
号
（
l
九
二
六
年
六
月
）
所
収

（
6
）
　
『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
七
号

（
7
）
　
『
更
生
』
三
八
二
二
九
号

（
8
）
（
1
1
）
（
1
7
）
　
『
更
生
』
二
九
号
（
l
九
三
九
年
十
一
月
）

（
9
）
　
『
更
生
』
四
〇
号
（
一
九
四
一
年
八
月
）

（
1
0
）
　
『
更
生
』
二
五
号
（
l
九
三
九
年
三
月
）

（
1
2
）
（
1
6
）
　
『
更
生
』
三
八
号
二
九
四
一
年
六
月
）

（
1
3
）
（
1
5
）
　
『
更
生
』
三
六
号
（
一
九
四
一
年
三
月
）
所
収
木
藤
岩
雄
長
野
県
同
仁
会
主
事
補
の
「
長

野
県
・
全
地
区
民
挙
げ
て
満
州
へ
・
膠
山
指
導
員
の
督
階
」

（
1
4
）
（
1
9
）
（
2
0
）
（
2
1
）
『
更
生
』
四
〇
号
（
一
九
四
一
年
八
月
）

（
1
8
）
　
部
落
蘭
転
研
究
所
網
『
水
平
遊
動
史
の
研
究
』
昇
一
鮪
年
表
、
『
特
高
月
報
』
等
に
よ
る
。

（
2
2
）
　
部
落
間
恕
研
究
所
網
『
水
平
運
動
の
無
名
戦
士
』
所
収
拙
稿
「
長
野
・
小
諸
水
平
社
の
高
橋
角

市
さ
ん
」

（
2
3
）
　
『
更
生
』
二
六
号
二
九
三
九
年
五
月
）

（
2
4
）
　
部
落
間
意
研
究
所
理
事
長
藤
谷
俊
雄
氏
教
t
巧

（歴史学）


